
【Ｒ8研究主題】 

「自分が好き・友達が好き・先生が好き・みんなが好き・互いに理解しあいながら、一緒に遊ぶことを喜ぶ子

をめざして」～身近な人とつながり、多様な感情体験を通して人とかかわる喜びを育むための環境と援助の工夫～ 

  

 

   

 

【お知らせとお願い】 

＊運動会練習が始まります。睡眠をとり、朝ご飯を食べて、体調を整えていきましょう。 

＊運動会用のゼッケンを、１８日(金）に持ち帰ります。詳細は同日に連絡しますので、ご確認ください。 

＊まだまだ暑い日が続く見込みです。水分補給をこまめに行い、熱中症予防をしていきますので、水筒のお茶を

多めに準備してください。お弁当の保冷剤も引き続きお願いします。（終了時はお知らせします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今月の目標☆ 

＊体を動かすことの心地よさを感じたり、

いろいろな運動遊びに挑戦したりする。 

＊自分なりの表現を楽しむ。 

＊自然に触れて遊び、季節の移り変わりに

気付く。 

＊早寝・早起きの習慣を身につける。 

  ９月    行事予定 

日 月 火 水 木 金 土 
  １ ２ おにぎり ３  絵本 ４   ５ 

  タグラグビー 

（５） 

   夕涼み会 

６ ７ ８ ９ おにぎり １０  絵本返却 １１  布団 １２ 

  つくしんぼ（１） 避難訓練    

１３ １４ １５ １６ おにぎり １７   １８  布団 １９ 

 身体測定（５） 

運動会オープニ

ングリハ―サル 

（全園児） 

家読ウイーク 

身体測定（4） 

運動会リハ-サ

ル（０，１，２） 

身体測定（３） 

運動会リハーサ

ル（３，４，５） 
 

身体測定（２） 

 

身体測定（０，１） 

誕生会（２～5） 
運動会ゼッケン配布 

 

２０ ２１ ２２ ２３   ２４  絵本 ２５  布団 ２６ 
秋の全

国交通

安全運

動 

(～３０) 

敬老の日 国民の休日 秋分の日 誕生会（0～１） 

 

運動会全体リハー

サル（全園児） 

清 掃 作 業

(おおぞら、に
じ、ぞう、ぱん

だ、りす） 

２７ ２８ ２９ ３０ おにぎり      

 保育実習生 

（0,1）～10/9 

 ピカピカデ―    

 

＊毎日持ち帰り：歯ブラシ、コップ 

＊毎週水曜日：おにぎり弁当（３，4，5歳児）  

＊第１，４木曜日：絵本貸出し日 

＊毎週金曜日：カラー帽子、布団持ち帰り 

＊第３週：家読デー（3，4，5歳児） 

＊月末金曜日：外靴持ち帰り 

☆10月の主な予定☆  

１日（木）運動会最終リハーサル    

３日（土）運動会（雨天：小学校体育館） 

２０日（火）バス遠足（4,5歳児） ＊全園児おかず入り弁当     

２２日（木）バス遠足（３歳児）    

2６日（月）さつまいも交流会（５歳児） 

２８日（水）小・こども園災害時合同引き渡し訓練（後日詳細お知らせ） 

令和８年 9月号 北条こども園 

  夏の間のプール遊びで、心も体もひとまわり大きくなった子どもたち。 

小さいクラスの園児は、保育教諭と一緒に水遊びを楽しむ中で、水の心 

地よさを感じたり、大きいクラスの園児は、「～できるようになりたい！」と願いを持って、繰り返し頑張る姿が

たくさん見られました。 何より感動したのは、友達の頑張る姿を見て「頑張れ！」と応援してくれたり、「すご

いね！できたね！」と、自分のことのように喜んでくれた園児の姿でした。２学期は、運動会や発表会などの

行事もあります。今後も一人一人の良さや可能性が輝けるようにしていきたいと思います。 

朝夕が涼しくなり、少しずつ秋らしさも感じますが、日中はまだ暑い日が続きます。夏の疲れが出て体調を

崩しやすくなる時期です。健康管理には十分気をつけて元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

お す す め 絵 本 コ ー ナ ー （ ９ 月 ） 

『ほげちゃんとおばけ』       <作・やぎ たみこ>   
                  

 ある日、お父さんがゆうちゃんに絵本を買ってきました。でも、ゆうちゃんは気に入らない

みたい。絵本をパタンと閉じて別のお部屋に行ってしまいました。その日の真夜中、さっ

きの絵本が気になって眠れないのは̠ぬいぐるみのほげちゃんです。暗い部屋でこっそ

り読んだら・・・。一度怖くなると何だかいろいろ怖くなってきますよね。でも最後にはス

カッと笑える絵本です。ちょっと怖くておもしろいお話、ぜひ読んでみてください。 

＜保育教諭 岩垣 浩子 ＞ 

園だより 

ぼくたちも泥だ

んごを作ろう！ 

年長さんに教えてもらったのに固く

ならんなあ。なんでだろう…？ いいよ～ 

塩かけて

もいい？ 

すぐに答えを教えないのは、なぜ？ 

泡だ～！！ 

ほんとだ！ 

すごいなぁ・・・ 

子どもたちは、身近な環境（ヒト・モノ・コト）にかかわって遊ぶなかで 

モノの性質やしくみに気づくことで、遊びが更に深まっていきます。 

こうやって擦ると 

団子が光るよ！ 

水がなく

なった！？ 

年長児のように固い泥だんごを作りたい４歳児。 

「なんでできん？？」と、悔しさも感じています。 

この経験も、次への意欲につながります。 

固いやつ 

作ろう！ 

友達と一緒に遊ぶ中では、思いが違ったり思い通りにならなかったりすることもあります。そんなとき、保育教諭がすぐに「こうしたら？」

と答えを示すのではなく、子どもたちのやりとりを少し待って見守ることがあります。「どうしたい？」「〇〇ちゃんはどう思っているかな？」

と、必要に応じて言葉を添えながら、相手の考えを聞いたり、自分たちなりに折り合いをつけたりする経験を大切にしています。 

ダムが決壊しち

ゃった～！！ 

早く穴を塞 

がないと！！ 

せっかく作ったのに 

残念だなあ・・・  


